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陳情第91号 等々力競技場の球技専用競技場改修に関する陳情について

２ 現状の陸上競技場の利用状況と課題

※網掛け部分は、日本陸上競技連盟による主な公認基準

補助競技場
（サブトラック）

管理棟

出入口

１ 現在の陸上競技場・補助競技場について

Ｎ

拡大図

●等々力陸上競技場は、Ｊリーグの試合などが無い日は、トラック等の個人利用が可能ですが、土日は

Ｊリーグ、陸上競技大会などの利用希望が集中しており、土日の約37％（令和元年度）を川崎フロン

ターレが使用し、サッカー協会の利用も含めると約45％がサッカー場としての利用になっています。

●陸上競技大会の開催にあたって、Ｊリーグとの競合等により日程調整が毎年困難となっています。

（川崎市陸上競技協会からの意見）

●第１種公認陸上競技場が必要な国際・全日本レベルの大会は、数年に１回の開催状況となっています。

●年間を通じて、陸上大会や講習会等の利用のうち、メイントラックとサブトラックの両方を同時に利

用している割合は、約２割となっています。
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陳情第９１号 等々力陸上競技場の球技専用競技場改修に関する陳情について

【陳情の要旨】

●等々力陸上競技場の球技専用競技場への改修に反対します。

【陳情の理由】

●第１種公認陸上競技場から第２種公認陸上競技場になり、大きな大会が開催されなくなる。
●陸上競技の大会で混雑が増してしまう。
●現状、サブトラックは基本６レーンなので、８レーンに改修しても狭くなって、選手の接触事故などが増えてしまう
可能性がある。

●サブトラックをメイントラックにすると、新しいサブトラックが必要になるが、そのためには、等々力緑地の自然や公園
などが破壊されてしまう。仮に、等々力緑地外に新しいサブトラックを建設しても、移動の負担が大きくなって不便
になってしまう。

●もし、新たにサブトラックが建設されなければ、一般開放時の混雑が更に増してしまう。また、大会当日にサブトラッ
クでの練習もできなくなってしまう。

【陳情に対する本市の考え方】

●陸上競技場の種別変更については、現状の利用状況などを踏まえ、川崎市陸上競技協会から第１種公認に
こだわらないとの意向が示されていることから、現在の陸上競技場を球技専用スタジアムに改築し、補助競技場を
地域に根差した市民のための陸上競技大会が開催できる市内唯一の施設として、第２種公認相当陸上競技
場として改修してまいります。（トラック拡張※、メインスタンドの整備、収容人員５千人以上、夜間照明等）
※第２種公認陸上競技場の基本仕様として、走路は８レーン又は９レーン

●新陸上競技場の収容人員やトラック仕様などについては、緑地内の自然環境に配慮し、運営上、競技者にとって
適切な競技場となるよう、川崎市陸上競技協会と協議してまいります。

●補助競技場（サブトラック）については、第１種公認陸上競技場には併設が必要ですが、第２種公認以下には
必ずしも必要としない規定となっており、緑地内の状況を踏まえ、整備は困難であると判断しております。なお、大
会時の練習場所の確保につきましては、川崎市陸上競技協会と協議を進めてまいります。
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